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博士前期課程
　法学専攻 ／ 経済社会システム専攻 ／ 人間環境文化論専攻 ／ 国際総合文化論専攻

博士後期課程
　地域政策科学専攻

令和５年度



　鹿児島大学では1979（昭和 54）年に初めての文系大学院研究科となる法学研究科（修
士課程）が設置されました。その後 1986（昭和 61）年に人文科学研究科（修士課程、文化
基礎論専攻・地域文化論専攻）が設置され、1998（平成 10）年には法学研究科と人文科
学研究科が統合されて人文社会科学研究科が誕生しました。こうして誕生した人文社会科
学研究科（博士前期課程）には、法学専攻、経済社会システム専攻、人間環境文化論専攻、
国際総合文化論専攻が置かれました。また2003（平成 15）年には地域政策科学専攻（博士
後期課程）が設置され、現在では博士前期課程 4専攻、博士後期課程 1専攻を有する人
文社会科学系大学院研究科として教育研究活動を行い、高度の専門性と研究能力を備え
た人材を社会に送り出しています。
　大学院での活動の中心は研究であり、これが学部との大きな相違点です。研究とは先行
研究の成果を踏まえて、社会の諸課題に対する新しい考え方や解決策を生み出す活動で
す。単に知識を習得するだけでなく、未解決の課題に向き合い、自ら調査・探究して得られ
た知識や事実を活用して、自分なりの答えを導く営みです。社会構造が複雑化し、多様な価
値観が渦巻く現代においては、伝統的な学問領域の知見だけでは課題に対する答えを導く
ことは困難な場合もあります。このような場合、既存の学問分野の垣根を越えたアプローチが
必要となります。研究の過程では多くの辛く苦しい経験をすることもありますが、地道な研究
の継続が社会に貢献する成果につながれば、大きな達成感と喜びを得ることでしょう。
　人文社会科学研究科には各分野の高度な専門知識を有する多数の教員が在籍してい
ます。こうした知識と経験豊富な教員が、適切な助言や指導を行い、大学院生の研究をサ
ポートしていきます。人文社会科学分野の研究を志す皆さんが、本研究科でその第一歩を
踏み出してくださることを願っています。











現実社会の切実な問題に対応した共同テーマを設定し、
解決方法を模索する「プロジェクト研究」を導入しています。



https://gs.kadai-houbun.jp/


